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2,344 5.1 14.6 21.2 59.0 41.0

ある 200 24.5 29.0 15.5 31.0 69.0

ときどきある 383 8.9 29.8 27.7 33.7 66.3

あまりない 564 2.5 16.7 27.8 53.0 47.0

全くない 1,197 1.9 6.4 17.0 74.6 25.4
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「やさしい日本語」の認知度
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見たこと、
聞いたこと
がある
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2,344 5.1 14.6 21.2 59.0 41.0

男性 1,171 5.6 14.2 20.4 59.8 40.2

女性 1,170 4.5 15.1 22.1 58.2 41.8

その他 3 33.3 - - 66.7 33.3

20代以下 436 12.2 20.6 19.5 47.7 52.3

30代 456 5.0 14.3 21.9 58.8 41.2

40代 478 2.7 14.0 18.6 64.6 35.4

50代 481 3.7 13.1 20.6 62.6 37.4

60代以上 493 2.6 11.8 25.4 60.2 39.8

性別
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n 数
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調査概要

 調査の目的
都内在住外国人の増加により、日本人と外国人が地域で共に暮ら

し、活躍していく多様化共生社会を実現するため、やさしい日本語につ
いての意識調査を実施し、より効果的なやさしい日本語普及啓発事
業に資することを目的に本調査をおこなった。
 調査項目

(1)外国人との接触機会
(2)やさしい日本語の認知度/認知経路
(3)やさしい日本語の使用頻度/使用場面
(4)やさしい日本語の使用意向
(5)災害や行政の情報でのやさしい日本語の取り組みの認知度

 調査対象 都内在住16歳以上の男女
 調査時期 令和6年2月15日～2月19日
 調査手法 インターネットモニターを対象とするWeb調査
 回収結果 2,344サンプル

 サンプル属性の内訳
都内在住の16歳以上の男女均等割り付け

 やさしい日本語を知っているかを尋ねた（「やさしい日本語」とは、簡単な表現や言葉を使い、相手に配慮したわかりやすい日本語のこと） 。
「よく知っている」「ある程度知っている」「見たこと、聞いたことがある」と回答した「知っている（計）」は全体の41.0％となっており、「全く知らない」と
回答した人は59.0％となっている（図1参照）。

 性別でみると、 「知っている（計）」は男性で40.2％、女性で41.8％となっている（表1参照）。
 年代別で見ると、 「知っている（計）」 は、20代以下が最も高く52.3％、以下、30代41.2％、40代35.4％、50代37.4％、60代以上

39.8％となっている（表1参照） 。

図1 やさしい日本語の認知度 表1 やさしい日本語の認知度（性別・年代別）

表2 やさしい日本語の認知度×外国人との接触機会

 外国人と接する機会別にみると、やさしい日本語を 「知っている
（計）」と回答した人 は外国人との接触機会が「ある」69.0％、
「ときどきある」66.3％で、全体と比較して、どちらも20ポイント以上高
くなっている。「やさしい日本語」の認知度は、外国人と接する機会の
頻度との相関があることが分かる（表2参照）。

 やさしい日本語を「知っている（計）」と回答した人（全体の41.0％）にやさしい日本語の認知経路を尋ねた（複数回答可）。
 区役所・市役所が最も高く30.7％となっている。以下、駅などの交通機関（20.9％）、テレビ・ポスター・チラシ（18.3％）、ウェブサイト

（13.0％）、病院・薬局（9.9％）、仕事のとき（7.8％）、学校・幼稚園・保育園（7.5％）、銀行・郵便局などの金融機関（6.9％）、
美術館、図書館などの文化施設（6.9％）、スーパー・コンビニなどの店舗（6.5％）、その他（1.7％）となっている（図表1参照）。

※n=30サンプル以下は参考値
※小数点以下第1位表記のため合計値とカテゴリー個々を加算した計に差異あり

調査結果

やさしい日本語の認知度

外国人との接触機会 やさしい日本語の認知経路

図表1 やさしい日本語の認知経路（複数回答可）

 全  体
20代以下
男性

30代男性 40代男性 50代男性
60代以上
男性

（実数） 2,344 217 222 241 241 250

（％） 100.0 9.3 9.5 10.3 10.3 10.7

 全  体
20代以下
女性

30代女性 40代女性 50代女性
60代以上
女性

20代以下
その他

30代
その他

（実数） 2,344 217 233 237 240 243 2 1

（％） 100.0 9.3 9.9 10.1 10.2 10.4 0.1 0.0
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961 5.8 17.7 36.2 40.3 59.7

男性 471 7.2 17.4 37.6 37.8 62.2

女性 489 4.5 17.8 35.0 42.7 57.3

その他 1 - 100.0 - - 100.0

20代以下 228 12.7 19.3 32.0 36.0 64.0

30代 188 5.9 25.0 33.5 35.6 64.4

40代 169 4.1 20.1 35.5 40.2 59.8

50代 180 2.2 12.8 38.3 46.7 53.3

60代以上 196 2.6 11.2 42.3 43.9 56.1

災害や行政の情報を「やさしい日本語」で
伝える取り組みの認知度
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 行政や公共機関において、外国人に対してどのような場面で「やさしい日本語」で対応するのが良いか、相応しいと思う
場面を自由回答形式で尋ねた。

 「行政」「手続き」「説明」や「災害」「情報」「生活」などの語は出現数も多く、それぞれ共起性も出ていることから、行政
での手続きや災害時に関する情報など日常生活の様々な場面において、外国人に対して「やさしい日本語」を使用す
るにふさわしいという意見がうかがえる（図表3参照）。

 外国人への対応以外に、「やさしい日本語」を活用すると良いと思う場面があるか自由回答形式で尋ねた。
 「子ども」「年寄り」の語に共起性があり、「高齢」の語とともに出現数が多いことから、小さい子どもや高齢者とコ

ミュニケーションを取る場面では「やさしい日本語」を活用できるという意見があることがわかる（図表4参照） 。

やさしい日本語の取組の認知度 やさしい日本語の取組の認知経路

 やさしい日本語を「知っている（計）」と回答した人（全体の41.0％）に災害や行政の情報をやさしい日本語
で伝える取り組みを知っているか尋ねた。

 災害や行政の情報をやさしい日本語で伝える取り組みを「よく知ってる」「ある程度知っている」「見たこと、聞いたこ
とがある」と回答した「取組を知っている（計）」は59.7％となっている。一方、「全く知らない」は40.3％となって
いる（図2・表3参照） 。

 災害や行政の情報をやさしい日本語で伝える取り組みを「よく知ってる」「ある程度知っている」「見たこと、聞い
たことがある」と回答した人（全体の59.7％）に取り組みの認知経路を尋ねた（複数回答可）。

 「災害関連情報の提供」が最も高く57.0％となっている。以下、「防災訓練、防災パンフレット」（39.0％）、
「外国人向けの暮らしの情報提供」（26.5％）、「2020年東京オリンピック・パラリンピック」（23.2％）、
「新型コロナウイルス関連情報」（21.8％）と続く。災害や防災関連といった非常時に関する取り組みに対
する認知経路が上位を占めた（図表2参照）。

外国人以外へのやさしい日本語の活用場面＜自由回答＞やさしい日本語の使用場面＜自由回答＞

図2 やさしい日本語の取組の認知度
表3 やさしい日本語の取組の認知度（性別・年代別）

図表2 やさしい日本語の取組の認知経路（複数回答可）

図表3 やさしい日本語の使用場面＜共起ネットワーク図＞

自由回答については、抽出語の出現頻度と抽出語同士の関連性を要約提示する目的において、共起ネットワーク図の描画を行った。共起ネットワークとは出現パターンの似通った語、すなわち抽出語間の共起性の強さをネットワーク図で表したもので、円の大きさは言葉の頻
度の多さを示し、円をつなぐ線の距離は関連性の深さを示している。※自由回答の生データは、別紙参照

図表4 外国人以外へのやさしい日本語の活用場面＜共起ネットワーク図＞

※n=30サンプル以下は参考値
※小数点以下第1位表記のため合計値とカテゴリー個々を加算した計に差異あり

抽出語 出現回数
子ども 99
思う 85
高齢 70
人 66
障害 52
対応 46
日本語 43
場面 42
使う 36
話す 36
年寄り 34
困る 26
接する 26
必要 26
耳 25

抽出語 出現回数
思う 137
日本語 96
場面 80
対応 80
困る 77
外国 72
手続き 70
必要 62
案内 46
人 46
分かる 39
行政 38
災害 38
窓口 36
説明 35


